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　デイサービス響でこのほど、

夏のイベント第２弾が開催さ

れ、参加したご利用者たちは盆

踊りやスイカ割り大会を楽しみ

ました。

　グループホーム響でこのほど、流しそうめん大会が行われました。今回、初めて

の開催となった流しそうめん大会だけに、ご利用者たちも、始まる前からやる気

満々。会場となったフロアに特製の流し台が設置され、用意も万端です。ご利用

者たちは、さっそく流し台に陣取り、流れてくるそうめんを夢中ですくっては食べ、

すくっては食べていました。

グループホーム響で初の開催

上手くすくえて
　　思わずニッコリ

恒例の盆踊り大会に大玉スイカ割り大会

スタッフの浴衣姿もあでやかに

　いつものように午後の体操が始まる14時30分、

いきなりフロアにヒョットコ男が乱入し、ご利用者

みんながびっくり仰天。そのまま、ヒョットコ男と一

緒に体操が始まりました。

  このあと、またまたサプライズ！？ひびきのキレイ

どころのスタッフたちが揃いの浴衣を着て登場。ご

利用者の方々も団扇を手にし、スタッフの華麗？な

「炭坑節」や「東京音頭」にあわせて、踊りと振り付

けを見せてくれました。

　さて、いよいよメインイベントのスイカ割り大会

です。毎年、なかなか割れないスイカでしたが、今

年はヒョットコ男に扮した女性職員がご利用者か

ら受ける巧みな声掛けでスイカにたどり着き、見

事一撃でスイカを割りました。ご利用者たちは、赤

く色づいた甘いシャキシャキのスイカにかぶりつ

いて「おいしい一日」を楽しんでいました。

こちらは
流し
そうめん

やっぱりお箸がとまりません！！
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